





































松 田　 梨 奈
　グローバル化が進み、外国人の存在が身近に
なり、相互理解においては「相手と同じ目線で
考える」「相手の立場に立ってみる」ことが大切
なことだと考えます。しかし、相手の「目線・
立場」を本当に理解していなければ、交流は進
みません。日本人にとっての当たり前、外国人
児童生徒にとっての当たり前、教師にとっての、
私たち学生にとっての…それぞれの当たり前は
違うのだと私は考えます。
　私は、ＨＡＮＤＳプロジェクトに参加し、昨
年の５月から矢板市立片岡小学校で、小学校５
年生の男児とその妹の小学校１年生の女児の支
援をしています。兄はかけ算・割り算が苦手の
ようで手こずっています。言語面では特に問題
がないように見えますが、先生から受けている
注意やノートのとり方などから、きちんと理解
していない部分があるように感じました。妹は、
学校に入学したばかりということもあり、初め
はひと言も言葉を発しませんでした。だんだん
慣れてきて私に笑顔を見せるようになり、問い
かけに応じるようになりました。沈黙期を経て、
言葉数が増えていきましたが、友だち、先生か
らの問いかけには口をつぐんでしまう状態でし
た。半年ほど経った頃、ある日突然、家族のこ
